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移
設
し
、高
架
工
事
を
完

成
そ
の
あ
と
み
ず
き
通
り

に
し
た
と
い
う
。近
く
に
店

を
構
え
て
い
た
中
川
さ
ん

は
、「
市
バ
ス
の
停
留
所
が

国
道
沿
い
に
行
っ
た
の
で
、

１０
年
間
は
売
り
上
げ
が
１０

パ
ー
セ
ン
ト
落
ち
た
の
で
よ

く
覚
え
て
い
る
ん
で
す

（
笑
）」と
話
す
。高
架
工
事

は
、線
路
を
一
時
み
ず
き
通

り
に
移
設
し
電
車
を
走
ら

せ
る
な
ど
、か
な
り
大
掛
か

り
だ
っ
た
そ
う
だ
。

開
い
た
ん
で
す
。そ
れ
で
、周

辺
に
ど
ん
ど
ん
商
店
が
増

え
始
め
ま
し
た
」と
話
す
。

1
9
3
1
年
に
は
、高
槻
町

や
芥
川
町
を
始
め
と
す
る

5
つ
の
町
村
が
合
併
、人
口

は
2
万
人
ま
で
増
加
す
る
。

さ
ら
に
、急
行
電
車
も
停
車

す
る
よ
う
に
な
り
、こ
う
し

た
時
代
背
景
と
と
も
に
、後

の
高
槻
セ
ン
タ
ー
街
で
あ
る

「
新
京
町
商
店
街
」が
繁
栄

し
て
いっ
た
。

　
明
治
維
新（
1
8
6
8

年
）後
の
高
槻
町（
後
の
高

槻
市
）は
戸
数
わ
ず
か
7

百
、人
口
3
千
の
小
さ
な
町

だ
っ
た
。住
民
の
半
数
は
農

家
で
、数
少
な
い
商
人
も
商

売
だ
け
で
は
生
活
が
成
り

立
た
ず
、半
農
半
商
が
多
か

っ
た
よ
う
だ
。1
9
2
8
年

に
な
る
と
、高
槻
の
中
央
部

に
現
在
の
阪
急
電
車
の
前

身
で
あ
る
京
阪
電
気
軌
道

の「
新
京
阪
線
」が
開
通
す

る
。1
月
に
高
槻
天
六
間
、

11
月
に
は
京
都
ま
で
全
通
。

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
住
宅
地

の
開
発
が
始
ま
って
人
口
が

増
え
、1
9
2
9
年
に
は
駅

を
結
ぶ「
新
京
町
通
り
」に

商
店
が
ぽ
つ
ぽ
つ
と
並
び
始

め
た
。と
は
い
え
、こ
の
こ
ろ

は
ま
だ
店
の
数
が
少
な
く
、

商
店
街
と
い
え
る
も
の
で
は

な
か
っ
た
と
い
う
。中
川
さ

ん
は
、「
大
阪
か
ら
商
売
人

が
進
出
し
て
高
槻
市
場
を

現
在
、そ
し
て
未
来
に
も
つ
な
が
る
過
去
の
情
報
を
取
材
、編
集
し
、記
録
す
る
特
集
で
す
。

北
摂
の
歴
史
か
ら
、私
た
ち
の
住
む
ま
ち
の
魅
力
を
学
び
知
る
機
会
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

第
十
回
は
、高
槻
市
の
駅
周
辺
の
変
化
に
つ
い
て
、中
川
修
一
さ
ん
に
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

シティライフ  アーカイブズ 検 索

1973年（昭和48
年）ごろの高槻地区
商店街（現高槻セ
ンター街）。この頃、
すでに商店街の雰
囲気は現在と同じ
ような印象。

（上）新京町商店街の風景1963年
（昭和３８年）ごろ。
（左）高槻センター街から発行された
「写真で綴る 高槻センター街50年
史」。1979年9月発行。

◀昭和2年頃の中心街のマップ。中
川さんの父親、故中川市太郎（元
高槻センター街理事長）さんの手
書きのマップをもとに作成。

高槻市の人口は、昭和30年代に10万人を超え、昭和
44年に20万人、昭和48年に30万人に達する。昭和
40年代は1年で2万人増のペースで、学校が足りない
などインフラが追いつかないほど急激に人口が増えた。

国鉄高槻駅（現JR高槻駅）の周辺は田
んぼに囲まれていた。

この道は西国街道と高槻城下を結び檜
尾川まで続く幹線道路だった。

新京町通が後に「高槻センター街」となる。

明治９年に「国鉄高槻駅」として開業。高
槻城の石垣を切り崩して、鉄道建設の石
材が流用された。

1928年（昭和３年）新京阪鉄道（現阪急
電鉄）「高槻町駅」として開業。1943年
（昭和18年）に「高槻市駅」改称。

1963年（昭和38年）、国鉄高槻駅北口、市営バ
スのりば。

1954年（昭和29年）2月24日、市営バス開業
式の日の花バス。

1
9
7
9
年（
昭
和
54
年
）7
月
1
日
、

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
た
か
つ
き
1
・
3
号
館
オ

ー
プ
ン
。

昭和50年代の写真。西武百貨店の
向かいにアクトアモーレがつくられる。

1970年（昭和45年）に第１回高槻まつりが行われた。高槻市の人口が急激に増加し
たため、新市民と旧市民の心の調和をとるため、また「ふるさとづくり」を目指して始まっ
た。

1954年当時、狭いセンタ
ー街を市バスと京阪バスが
走っていた。この危険な状
況は何年も続いたが、やが
て商店街の店主たちがアー
ケードの建設や安全性を求
めて立ち上がる。赤いハチ
マキを巻き、「安心してお買
い物できる商店街にしよう」
とプラカードを掲げデモ行進
を決行。1970年にようやく
全面通行禁止になった。

1973年（昭和48年）ごろ、建設中
の西武百貨店（火災後）。1960年代、デモ行進のようす。 高槻センター街を走り抜けるバス

1958年（昭和33年）、JR駅前にあっ
た旧市庁舎。

1965年（昭和40年）ごろの阪急高槻
市駅西側踏切（新京町商店街）。

昭和25年11月6日、新京町商店
街で生まれる。㈱丸公代表取締
役、高槻まつり会長、たかつき中通
り本通り商店街会長、わくわく探検
隊顧問

歴 史 案 内 人

取材を終えて
　高槻市の中心部は、JR高槻駅と阪急高槻市駅
の両駅を中心に広がる商店街や百貨店、医療機
関、大学、また最近では住居系マンションの建設が進
むなど、北摂でも指折りの元気な中心市街地ではな
いでしょうか。この取材を通じ、駅前商店街の発展に
は、大胆な区画整理などのインフラ整備の重要性を
感じることができました。　     編集部　尾浴 芳久

シティライフは
今年で30年目
を迎えます

　
当
初
、高
槻
市
役
所
や

警
察
署
な
ど
行
政
の
中
心

は
J
R
の
駅
前
に
あ
っ
た
。

し
か
し
、中
心
地
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
駅
前
へ
の
百

貨
店
の
誘
致
が
始
ま
り
、

1
9
7
1
年
に
市
役
所
は

現
在
の
桃
園
町
に
移
設
。

Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
の
北
側
に
は
、

１
９
７
３
年
に
西
武
百
貨

店
が
オ
ー
プ
ン
の
予
定
だ
っ

た
が
開
店
の
４
日
前
に
か

さ
い
が
発
生
し
１
年
開
店

が
遅
れ
た
。そ
の
こ
ろ
に

は
、高
槻
セ
ン
タ
ー
街
で
は

屋
根
つ
き
の
ア
ー
ケ
ー
ド
が

完
成
し
て
い
た
。ま
た
、高

槻
市
の
人
口
は
、こ
の
年
に

３０
万
人
を
超
え
た
。そ
し

て
遅
れ
る
こ
と
５
年
、１
９

７
９
年
に
Ｊ
Ｒ
高
槻
駅
の

南
側
に
松
坂
屋
が
オ
ー
プ

ン
し
た
。

　
元
々
け
や
き
通
り
は
狭

い
道
で
、市
役
所
か
ら
セ
ン

タ
ー
街
ま
で
は
バ
ス
も
通
れ

な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。ま
た
み

ず
き
通
り
は
、線
路
沿
い
に

民
家
や
商
店
が
並
ん
で
い

る
だ
け
の
道
だ
っ
た
と
い

う
。し
か
し
、1
9
8
0
年

か
ら
約
10
年
か
け
て
阪
急

電
車
が
高
架
化
。こ
れ
に

伴
い
、セ
ン
タ
ー
街
を
短
く

し
て
け
や
き
通
り
を
広
げ

る
と
と
も
に
、み
ず
き
通
り

も
完
成
し
た
。み
ず
き
通

り
は
元
々
住
宅
が
立
ち
並

ん
で
い
て
、道
が
な
か
っ
た
。

高
架
工
事
を
す
る
た
め
に

新
た
に
道
を
作
り
線
路
を

　
芥
川
商
店
街
と
J
R
で

囲
ま
れ
た
三
角
地
帯
は
、長

い
間
大
き
な
商
業
施
設
が

な
く
、木
造
住
宅
が
密
集
し

て
い
た
。そ
こ
へ
、J
R
駅
前

を
高
槻
の
玄
関
先
に
し
よ
う

と
地
元
住
民
か
ら
声
が
上

が
り
、再
開
発
事
業
が
ス
タ

ー
ト
す
る
。2
0
0
2
年
か

ら
ロ
ー
タ
リ
ー
に
は
2
階
建

て
の
仮
設
店
舗
が
建
設
さ

れ
、入
居
し
た
店
舗
の
売
上

げ
は
5
倍
ほ
ど
に
上
が
っ
た

そ
う
だ
。地
元
も
潤
っ
た
こ

と
か
ら
、地
域
も
納
得
し
た

上
で
開
発
が
進
み
、

2
0
0
6
年
ア
ク
ト
ア
モ
ー

レ
が
華
々
し
く
オ
ー
プ
ン
し

1987年（昭和62年）、阪急
高架事業の工事中のようす。

た
の
だ
っ
た
。今
後
の
高
槻
に

つい
て
、中
川
さ
ん
は
こ
う
話

す
。「
50
年
先
の
町
や
人
口
、

職
業
が
ど
う
変
化
し
て
い
る

の
か
、全
く
想
像
も
つ
き
ま

せ
ん
。た
だ
、子
ど
も
達
を

地
域
で
育
て
て
い
く
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
商
店
街
の
役
割

だ
っ
た
コ
ミュニ
ケ
ー
シ
ョン
を

ど
う
担
う
か
が
、今
後
の
ま

ち
づ
く
り
の
キ
ー
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」。

取材協力 中川修一さん

旧町村 世帯数 男女計

高　槻 1,263 5,535
芥　川 1,050 5,233
清　水 714 3,484
磐　手 643 2,934
大　冠 590 2,919

合　計 4,260 20,095

1969年 人口20万人 学校建設ラッシュ
1970年 万博、高槻まつり
1971年 高槻市役所移転
1973年 西武百貨店火事、
 センター街アーケード完成 
 人口30万人
1979年 松坂屋、グリーンプラザ完成、
 阪急高架着工
1992年 けやき通り完成、みづき通り完成
2006年 アクトアモーレ完成

写
真
出
典
：

「
写
真
で
綴
る 

高
槻
セ
ン
タ
ー
街
50
年
史
」（
一
部
）

親京阪の開通１９２８年（昭和３年）
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